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男
鹿
市
船
川
港
の
高
台
に
立
つ
船
川
第
一
小
学

校
は「
鯨
学
校
」と
も
呼
ば
れ
る
。１
３
０
年
ほ
ど
前

に
起
き
た
港
町
な
ら
で
は
の
あ
る
出
来
事
に
由
来

す
る
愛
称
で
あ
る
。

　

明
治
半
ば
、船
川
村（
現
男
鹿
市
）は
財
政
難
の

た
め
、子
ど
も
が
増
え
手
狭
に
な
っ
て
い
た
当
時
の

南
港
小
学
校（
船
一
小
の
前
身
）を
改
築
で
き
ず
に
い

た
。そ
ん
な
中
、１
８
８
９（
明
治
22
）年
3
月
、村
の

海
岸
に
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
大
群
が
押
し
寄
せ
た
。

　

住
民
は
わ
れ
先
に
と
１
０
０
頭
以
上
を
捕
獲
し

思
わ
ぬ
恩
恵
に
感
謝
。村
は
半
分
を
各
家
々
に
分

配
、残
り
半
分
を
売
却
し
て
学
校
の
新
築
費
に
充
て

て
翌
年
、市
役
所
裏
の
現
在
の
泉
台
街
区
公
園
に

新
校
舎
を
建
て
た
。

　

こ
の
校
舎
も
増
築
を
繰
り
返
し
１
９
７
３（
昭
和

48
）年
に
現
在
地
に
移
転
新
築
さ
れ
た
。大
量
捕
獲

か
ら
１
０
０
年
後
の
昭
和
末
期
か
ら
、卒
業
生
ら
が

鯨
学
校
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
未
来
に
継
ぐ
案
内
を
設

置
し
た
い
と
の
意
見
が
上
が
り
、記
念
碑
建
設
実
行

委
員
会
を
組
織
。91（
平
成
3
）年
8
月
、鯨
学
校
跡

地
で
あ
る
同
公
園
の
一
角
に
一
連
の
由
来
な
ど
を
記

し
た
石
碑
を
男
鹿
市
と
の
連
名
で
建
立
し
た
。

　

小
学
校
創
設
１
４
０
周
年
の
２
０
１
４（
同
26
）

年
に
は
児
童
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
仕
立
て
の
劇「
く
じ

ら
学
校
も
の
が
た
り
」を
披
露
し
て
、父
母
や
地
域

住
民
の
喝
采
を
浴
び
た
。今
で
も
児
童
た
ち
は
地
元

で「
く
じ
ら
っ
子
」と
呼
ば
れ
る
。鯨
は
港
町
に
歴
史

を
刻
む
学
校
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
で
も
あ
る
。
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昭和30年代の鯨学校と
現在の船川第一小学校

児童が演じたミュージカル仕立ての劇
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天の恵みで校舎新築天の恵みで校舎新築
鯨学校と呼ばれる小学校 ［男鹿市船川港］

街
角

ま

ち
 

か

ど

 

け

ん

 

ぶ

ん

 

ろ

く

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
秘
め
た

地
域
の
街
角
を
探
訪
し
ま
す
。
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